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核
家
族
化
が
進
む
昨
今
、
幼
い
子
ど
も

と
触
れ
合
う
機
会
を
持
た
な
い
ま
ま
親
に

な
っ
た
と
い
う
人
は
増
え
る
一
方
で
す
。

子
ど
も
の
心
を
よ
り
健
や
か
に
育
て
た
い

と
願
う
も
の
の
、
具
体
的
な
方
法
が
分
か

ら
な
い
と
悩
ん
で
い
る
人
だ
っ
て
決
し
て

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中

に
は
、
育
児
書
な
ど
を
参
考
に
一
生
懸
命

が
ん
ば
っ
て
み
た
が
思
い
通
り
に
い
か
ず

に
、
そ
の
不
安
感
が
結
果
的
に
育
児
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
や
虐
待
を
招
い
た
と
い
う
悲
し
い

ケ
ー
ス
さ
え
み
ら
れ
ま
す
。
現
代
社
会
に

お
い
て
、
親
子
間
の
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
問
題
は
永
遠
の
テ
ー
マ

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
は
幼
少
期

の
う
ち
か
ら
唱
歌
や
童
謡
に
よ
る
音
楽
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら

心
の
問
題
の
大
多
数
を
解
決
に
導
く
こ
と

が
出
来
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
近
年
の
音
楽
教
育
に
お
け
る

唱
歌
と
童
謡
で

子
ど
も
た
ち
の
心
を
健
や
か
に

海
沼 

実

「
歌
」
に
つ
い
て
は
主
に
発
声
法
や
音
感

教
育
が
そ
の
主
眼
と
認
識
さ
れ
が
ち
で
す

が
、
こ
れ
は
日
本
で
の
唱
歌
教
育
本
来
の

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
つ
て

の
唱
歌
教
育
は
、
そ
の
重
き
を
「
歌
詞
」

に
置
き
、
日
本
人
と
し
て
の
倫
理
に
基
く

精
神
的
自
立
を
促
し
つ
つ
、
併
せ
て
日
本

の
文
化
と
正
し
い
日
本
語
の
習
得
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
学
校
の
教
材
で

あ
っ
た
唱
歌
に
対
し
、
民
間
の
文
学
者
が

運
動
に
よ
っ
て
展
開
し
た
童
謡
の
場
合
に

は
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
を
分
か
り
や
す

い
口
語
体
で
描
く
こ
と
で
、
主
と
し
て
情

操
教
育
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
で

は
「
童
謡
唱
歌
」
と
一
括
し
て
呼
称
さ
れ

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ

も
唱
歌
と
童
謡
は
、
相
反
す
る
音
楽
文
化

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
心
理
学
者
の
研
究
に
よ
れ
ば

幼
少
期
の
子
ど
も
た
ち
は
、
母
親
の
心
音

視
点

に
近
い
テ
ン
ポ
、
即
ち
１
分
間
に
60
か
ら

１
２
０
拍
程
度
が
最
も
心
穏
や
か
に
過
ご

せ
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
母
親
の
胎
内

で
は
羊
水
に
よ
り
１
千
ヘ
ル
ツ
以
上
の
高

音
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
高
音
域
の
音
声
に
よ
る
刺
激

は
精
神
面
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
も
い
い

ま
す
。
こ
う
し
た
事
実
を
知
っ
て
か
知
ら

ず
か
唱
歌
や
童
謡
の
大
半
は
テ
ン
ポ
も
音

域
も
、
子
ど
も
た
ち
に
相
応
し
く
創
作
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
実
に
興
味
深
い
こ
と
で

す
。
食
育
分
野
で
は
離
乳
食
の
重
要
性
が

再
三
に
渡
り
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
心
の
成
育
に
お
け
る
離
乳
食

と
し
て
唱
歌
や
童
謡
が
果
た
す
割
合
は
、

決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た

ち
が
口
ず
さ
む
歌
の
テ
ン
ポ
や
音
域
を
日

頃
か
ら
意
識
し
て
い
る
人
な
ど
、
ほ
と
ん

ど
い
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
気
軽

に
歌
わ
せ
て
い
た
作
品
の
テ
ン
ポ
や
音
域

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
何
ら
か
の

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
た
と
し
た
ら
恐
ろ

し
い
こ
と
で
す
。

移
り
変
わ
り
の
激
し
い
新
曲
の
流
行
り

歌
ば
か
り
を
追
い
か
け
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
心
の
育
成
を
意
識
し
て
創
作
さ
れ
、
継

承
さ
れ
て
き
た
自
国
文
化
の
唱
歌
や
童
謡

を
こ
の
機
会
に
改
め
て
見
直
し
て
み
る
こ

と
は
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
今
の
カ
ラ
オ
ケ
普
及
は
も
と
よ
り
、

古
く
は
貴
族
の
相
聞
歌
な
ど
に
お
い
て
も

歌
は
元
来
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段

と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
の
局
地
戦
で
は
、
敵
味
方
両
軍

の
歌
声
に
よ
り
戦
闘
が
中
断
さ
れ
た
実
例

が
あ
る
ほ
ど
、
歌
に
は
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

性
と
心
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
秘
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
の

心
の
成
育
状
態
が
発
展
途
上
で
あ
る
幼
少

期
に
は
、
親
兄
弟
は
も
と
よ
り
、
幼
稚
園

等
の
場
に
お
い
て
も
、
大
い
に
唱
歌
や
童

謡
を
口
ず
さ
む
こ
と
の
出
来
る
環
境
作
り

が
大
切
な
の
で
す
。

（
㈳
全
日
本
音
楽
教
室
指
導
者
連
合
会
会

長
、
音
羽
ゆ
り
か
ご
会
会
長
）
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８
月
30
日
、
文
部
科
学
省
は
財
務
省
へ

提
出
す
る
平
成
23
年
度
の
概
算
要
求
の
内

容
を
公
表
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
関
係
予
算

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
は
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高

等
学
校
の
総
額
で
前
年
度
の
予
算
額
９
９

８
億
５
千
万
円
か
ら
12
億
５
千
万
円
増
え

て
（
対
前
年
比
１
・
３
％
ア
ッ
プ
）
１
０

１
１
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
一
般
補
助
分
は
７
億
４
千
万

円
増
え
て
（
対
前
年
比
０
・
８
％
ア
ッ
プ
）

８
９
２
億
７
２
０
０
万
円
の
要
求
。
特
別

補
助
分
は
、
11
億
２
３
０
０
万
円
増
（
対

前
年
比
１
・
２
％
ア
ッ
プ
）
の
９
８
３
億

５
８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〔
経
常
費
助
成
費
補
助
・
幼
稚
園
分
〕

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助

の
幼
稚
園
分
は
、
５
億
２
６
０
０
万
円
の

増
額
要
求
（
対
前
年
比
１
・
７
％
ア
ッ
プ
）

で
、
総
額
３
２
２
億
４
８
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
補
助
（
幼
稚
園
分
）
の
う
ち
一
般
補

助
分
は
、
１
億
７
千
万
円
増
（
対
前
年
比

０
・
７
％
ア
ッ
プ
）
の
２
４
５
億
４
２
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
一
人
あ
た
り
単
価
は
、
前
年
度
か

●平成 23年度 私立幼稚園関係政府予算の概算要求まとまる（概要）

私立高等学校等経常費助成費補助（幼稚園分）
5 億 2 ,600 万円増（前年比 1 .7％増）322 億 4 ,800 万円

園児 1人あたり単価は、22 ,714 円（前年比 0.6％増）

幼稚園就園奨励費補助は、211 億 9,500 万円（3.8％増）

ら
１
２
７
円
増（
対
前
年
比
０
・
６
％
ア
ッ

プ
）の
２
万
２
７
１
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助

（
幼
稚
園
分
）
の
特
別
補
助
分
は
、
３
億

５
６
０
０
万
円
増
（
対
前
年
比
４
・
８
％

ア
ッ
プ
）
の
77
億
６
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
特
別
補
助
の
う
ち
、「
子
育

て
支
援
推
進
経
費
」
は
、
前
年
同
額
の
44

億
４
０
０
万
円
で
、
そ
の
内
「
預
か
り
保

育
推
進
事
業
」
は
、
前
年
同
額
32
億
５
４

０
０
万
円
。「
幼
稚
園
の
子
育
て
支
援
活

動
の
推
進
」
は
、
前
年
同
額
11
億
５
千
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
幼
稚
園
特

別
支
援
教
育
経
費
」
は
、
３
億
５
６
０
０

万
円
増
（
対
前
年
比
１
２
・
１
％
ア
ッ
プ
）

の
33
億
２
０
０
万
円
が
要
求
さ
れ
ま
し
た
。

●
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
は
大
き
な
増

額
要
求
と
な
り
、
総
額
で
７
億
７
８
０
０

万
円
増
え
て
（
対
前
年
比
３
・
８
％
ア
ッ

プ
） 

２
１
１
億
９
５
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
補
助
単
価
は
、
第
4
階
層
が

４
千
円
の
増
額
要
求
で
、
第
1
階
層
か
ら

第
3
階
層
は
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
子
以
降
の
保
護
者
負
担
割
合
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
と
同
様
で
、
第
一
子
の

１
・
０
に
対
し
て
、
第
二
子
が
０
・
５
と

０
・
75
、
第
三
子
以
降
が
０
・
０
（
無
償
）

で
す
。
階
層
区
分
ご
と
の
減
免
単
価
は
、

３
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助

私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助
は
、
前

年
同
額
の
８
億
７
８
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
地
震
に
よ
る
倒
壊
等
の
危
険

性
が
高
い
（
Ｉ
ｓ
値
０
・
３
未
満
）
施
設

の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
補
助
率
を
２
分
の
１
以
内
に
引
き
上
げ

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
し
た
。

●
認
定
こ
ど
も
園
設
置
促
進
事
業
（
新
規
）

平
成
20
・
21
年
度
の
補
正
予
算
で
措
置

さ
れ
た
「
認
定
こ
ど
も
園
幼
保
連
携
型
移

行
・
設
置
促
進
事
業
」
が
本
年
度
で
完
了

す
る
こ
と
か
ら
、
新
規
予
算
と
し
て
「
認

定
こ
ど
も
園
設
置
促
進
事
業
」
２
億
１
１

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。内
訳
は
、

「
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
（
施
設
整
備

費
支
援
）」
が
２
億
４
０
０
万
円
、「
認
定

こ
ど
も
園
事
業
費
（
認
可
外
部
分
に
対
す

る
事
業
費
支
援
）」
が
８
０
０
万
円
で
す
。

★　
　
　
　
　

★

全
省
庁
で
10
％
削
減
と
い
う
極
め
て
厳

し
い
状
況
の
中
、
全
日
私
幼
連
で
は
都
道

府
県
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が

ら
、強
力
な
要
望
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

関
係
国
会
議
員
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様

方
に
は
謹
ん
で
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば

８
月
26
日
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

会
議
の
作
業
グ
ル
ー
プ
の
会
合
が
開
催
さ

れ
、
平
成
23
年
の
通
常
国
会
へ
の
法
案
提

出
に
向
け
て
、
同
作
業
グ
ル
ー
プ
の
下
に

３
つ
の
検
討
会
①
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
に
係
る
協
議
会
（
仮
称
）
②
幼
保

一
体
化
検
討
会
③
こ
ど
も
指
針
（
仮
称
）

検
討
会
―
―
を
設
け
て
具
体
的
な
検
討
を

進
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
会
は
、
学
識
者
、
労

使
代
表
、
地
方
３
団
体
、
関
係
団
体
な
ど

の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
予
定
で
、
全

3
つ
の
検
討
会
を
設
置
し
検
討
進
め
る

地
方
教
育
費
調
査

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
推
進

日
私
幼
連
か
ら
も
３
つ
の
検
討
会
に
委
員

を
派
遣
す
る
予
定
で
す
。

 

児
童
虐
待
の
現
状
は
、
児
童
相
談
所
に

お
け
る
児
童
虐
待
相
談
件
数
が
一
貫
し
て

増
加
す
る
と
と
も
に
、
虐
待
に
よ
り
児
童

が
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
も
後

を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
、
虐

待
を
受
け
た
児
童
を
早
期
に
発
見
す
る
こ

と
は
、
周
囲
の
大
人
の
責
務
で
も
あ
り
、

児
童
の
心
身
へ
の
重
大
な
被
害
や
影
響
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
も
大
変
重
要

で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
虐
待
を
受
け
た

と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
時
等
に

は
、
児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
窓
口
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
―
０
６
４
―
０
０
０

 

文
部
科
学
省
は
、
平
成
20
会
計
年
度
の

地
方
教
育
費
調
査
の
中
間
報
告
を
公
表
し

ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
地
方
公
共
団
体

か
ら
支
出
さ
れ
た
経
費
・
授
業
料
等
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
調

査
の
対
象
は
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の

教
育
委
員
会
、
公
立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
、
専
修
学
校
等
で
す
。

平
成
20
年
度
の
公
立
幼
稚
園
の
園
児
一

人
あ
た
り
教
育
費
は
、
73
万
８
５
２
９
円

で
、
前
年
度
よ
り
２
万
１
５
０
円
（
対
前

年
度
比
２
・
８
％
）
増
と
な
り
ま
し
た
。

◆
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議

公立幼稚園・園児1人あたりの教育費

都道府県名 平成 18 会計年度 平成 19 会計年度 平成 20 会計年度 対前年度比
増▲減％

全国平均 700 ,544 718 ,379 738 ,529 2 .8
北海道 926 ,311 952 ,979 977 ,437 2 .6
青　森 1,148 ,455 1 ,060 , 493 1 ,154 , 195 8 .8
岩　手 854 ,789 933 ,059 971 ,876 4 .2
宮　城 738 ,422 774 ,365 784 ,794 1 .3
秋　田 780 ,724 913 ,932 1 ,035 , 885 13 .3
山　形 746 ,760 879 ,777 848 ,890 ▲ 3 .5
福　島 623 ,680 733 ,444 706 ,136 ▲ 3 .7
茨　城 729 ,681 703 ,378 780 ,163 10 .9
栃　木 728 ,729 811 ,083 776 ,602 ▲ 4 .3
群　馬 800 ,642 814 ,803 876 ,730 7 .6
埼　玉 560 ,841 585 ,582 592 ,542 1 .2
千　葉 638 ,636 661 ,796 626 ,490 ▲ 5 .3
新　潟 768 ,563 879 ,590 865 ,410 ▲ 1 .6
山　梨 643 ,587 629 ,793 660 ,430 4 .9
東　京 887 ,516 965 ,382 1 ,022 , 063 5 .9
神奈川 601 ,828 666 ,743 704 ,868 5 .7
富　山 924 ,041 783 ,235 802 ,122 2 .4
石　川 984 ,511 874 ,154 971 ,513 11 .1
福　井 628 ,429 681 ,997 679 ,556 ▲ 0 .4
長　野 929 ,240 767 ,321 779 ,146 1 .5
岐　阜 734 ,508 775 ,677 818 ,921 5 .6
静　岡 585 ,899 606 ,556 682 ,947 12 .6
愛　知 627 ,105 705 ,390 658 ,473 ▲ 6 .7
三　重 688 ,724 699 ,928 727 ,560 3 .9
滋　賀 703 ,911 664 ,781 637 ,024 ▲ 4 .2
京　都 744 ,192 757 ,569 1 ,022 , 731 35 .0
兵　庫 726 ,719 702 ,359 735 ,721 4 .7
奈　良 747 ,494 793 ,906 746 ,907 ▲ 5 .9
和歌山 782 ,037 987 ,148 952 ,684 ▲ 3 .5
大　阪 681 ,387 720 ,962 747 ,275 3 .6
鳥　取 1,010 ,580 1 ,074 , 941 1 ,163 , 376 8 .2
島　根 854 ,788 861 ,203 762 ,104 ▲ 11 .5
岡　山 680 ,127 658 ,491 667 ,297 1 .3
広　島 748 ,524 815 ,020 799 ,277 ▲ 1 .9
山　口 724 ,512 743 ,623 751 ,693 1 .1
徳　島 744 ,034 766 ,668 721 ,503 ▲ 5 .9
香　川 673 ,417 613 ,101 624 ,014 1 .8
愛　媛 618 ,468 577 ,392 588 ,953 2 .0
高　知 810 ,808 811 ,400 893 ,968 10 .2
福　岡 601 ,080 613 ,197 606 ,134 ▲ 1 .2
佐　賀 627 ,935 646 ,368 729 ,814 12 .9
長　崎 658 ,065 721 ,435 787 ,269 9 .1
熊　本 683 ,158 749 ,440 1 ,091 , 770 45 .7
大　分 827 ,184 784 ,083 907 ,992 15 .8
宮　崎 915 ,120 711 ,908 764 ,699 7 .4
鹿児島 623 ,437 623 ,250 639 ,553 2 .6
沖　縄 531 ,410 493 ,275 479 ,767 ▲ 2 .7

資料出所＝文部科学省・地方教育費調査 厚生労働省
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財
団
法
人
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構

財
団
法
人
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構

第
１
回
幼
児
教
育
実
践
学
会
開
か
れ
る

去
る
８
月
21
日
・
22
日
、
東
京
・
東
京

家
政
大
学
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の
「
第
１
回
幼
児

教
育
実
践
学
会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
、
安
家
周
一
副
理
事

長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
田
中
雅
道
理
事
長

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

今
回
の
学
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
東
京

家
政
大
学
教
授
の
大
澤
力
先
生
か
ら
ご
あ

い
さ
つ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
平
成
21
年
度
・
優
秀
教
員
表
彰

の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
被
表
彰

者
は
次
の
通
り
で
す
。▼
藤
田
淳
子
氏（
兵

庫
県
・
芦
屋
み
ど
り
幼
稚
園
）、
島
谷
晶

子
氏
（
鹿
児
島
県
・
青
山
幼
稚
園
）、
伊

藤
冬
美
氏
（
愛
知
県
・
い
と
う
幼
稚
園
）、

久
野
芳
枝
氏
（
鳥
取
県
・
ひ
か
り
幼
稚
園
）

幼
児
教
育
実
践
学
会
の
主
な
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
私

幼
時
報
10
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。

○
１
日
目
／
▼
基
調
講
演（
園
内
研
修
Ⅰ
）

講
師
：
秋
田
喜
代
美
・
東
京
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
教
授
▼
学
会
企
画
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
新
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
保
育
の

在
り
方
を
考
え
る
」

○
２
日
目
／
▼
口
頭
発
表（
園
内
研
修
Ⅱ
）

「
日
々
の
保
育
実
践
か
ら
組
み
立
て
る
園

内
研
修
／
実
践
＆
ア
イ
デ
ア
編
」大
阪
府
・

せ
ん
り
ひ
じ
り
幼
稚
園
▼
ポ
ス
タ
ー
発
表

▼
口
頭
発
表
１
〜
12

宮
城
教
育
大
学
で
は
、
こ
れ
か
ら
新
し

く
授
業
実
践
の
事
実
が
作
り
出
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
「
教
育
実
践
・
宮
城
教
育

大
学
賞
」
を
実
施
し
、
優
れ
た
授
業
の
創

出
を
讃
え
て
、
日
々
の
授
業
に
携
わ
る

人
々
の
励
み
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
私
立
幼
稚
園
教
諭
も
募
集
対
象
で

す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://prc.m
iyakyo-u.ac.jp/

【
審
査
基
準
】
▼
実
践
の
独
創
性
／
児
童
・

生
徒
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
活
動
・
思
考
の

展
開
の
事
実
等
▼
実
践
の
意
義
／
普
遍

性
、
将
来
性
、
教
育
研
究
へ
の
寄
与
等
▼

そ
の
他
／
教
育
実
践
界
に
刺
激
を
与
え
る

可
能
性
等
、
総
合
的
に
判
断

【
締
切
】
平
成
22
年
11
月
30
日
㈫
必
着

【
問
い
合
わ
せ
先
】
国
立
大
学
法
人
宮
城

教
育
大
学
総
務
室
、
電
話
：
０
２
２
―

２
１
４
―
３
３
０
５

★
お
知
ら
せ教

育
実
践
・
宮
城
教
育
大
学
賞
を
募
集
し
て
い
ま
す
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イ
ギ
リ
ス
の
社
会
言
語
学
者
ベ
イ
ジ

ル
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
、
人
の
話
し
言

葉
の
特
徴
を
、「
精
密
コ
ー
ド
」
と
「
限

定
（
制
限
）
コ
ー
ド
」
に
分
け
ま
す
。「
精

密
コ
ー
ド
」
は
、
文
法
的
に
正
確
で
洗
練

さ
れ
、
は
っ
き
り
と
意
味
が
伝
わ
り
、
新

し
い
知
識
や
抽
象
的
概
念
を
取
り
入
れ
や

す
い
話
し
方
、
一
方
、
家
族
や
友
人
や
同

窓
な
ど
、
お
互
い
の
知
識
や
体
験
を
共
有

し
て
い
る
間
柄
で
は
、
多
く
の
省
略
や
縮

め
た
簡
単
な
も
の
言
い
だ
け
で
意
思
が
通

じ
、
日
常
生
活
は
こ
れ
だ
け
で
も
充
分
間

に
合
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
限
定
コ
ー
ド
」

で
す
。

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
こ
の
コ
ー
ド
の
概

念
を
使
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
知
識
階
層
と

労
働
者
階
層
を
比
較
し
、
日
常
的
会
話
コ

ー
ド
の
違
い
が
、
階
層
に
よ
る
子
ど
も
た

ち
の
学
力
に
及
ぼ
す
影
響
を
指
摘
し
注
目

さ
れ
ま
し
た
。
知
識
階
層
は
「
精
密
コ
ー

ド
」
的
、労
働
者
階
層
は
「
限
定
コ
ー
ド
」

的
で
あ
る
と
し
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て

「
限
定
コ
ー
ド
」
と
「
精
密
コ
ー
ド
」
と
「
雑
談
」
の
お
話

子
ど
も
た
ち
の
学
力
差
は
大
き
く
な
り
、

「
精
密
コ
ー
ド
」
組
が
上
位
を
占
め
る
よ

う
に
な
る
と
説
明
し
ま
す
。
日
本
は
イ
ギ

リ
ス
と
は
社
会
構
造
が
違
う
し
、
そ
ん
な

階
層
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
家
庭
と
い

う
環
境
で
の
家
族
同
士
の
会
話
に
当
て
は

め
、
さ
ら
に
、
そ
こ
に
心
理
臨
床
の
視
点

を
加
え
て
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
と
は
異
な

る
新
し
い
理
解
の
可
能
性
を
考
え
て
み
ま

し
た
。

確
か
に
単
純
な
「
限
定
コ
ー
ド
」
だ
け

で
も
不
便
は
感
じ
ま
せ
ん
し
、
言
葉
は
少

な
く
て
も
表
情
や
し
ぐ
さ
や
振
る
舞
い

は
、
時
に
言
葉
よ
り
豊
か
な
情
報
を
伝
え

て
く
れ
ま
す
。
人
の
心
の
触
れ
合
い
は
、

言
葉
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
、
こ
う
し
た

直
感
的
で
心
情
的
な
「
場
の
空
気
」
に
よ

っ
て
、
心
地
よ
さ
や
時
に
は
逆
の
気
づ
ま

り
感
も
自
然
に
生
ま
れ
ま
す
。
一
方
、
社

会
の
出
来
事
、
文
化
的
な
知
識
や
情
報
、

あ
る
い
は
細
や
か
な
感
情
表
現
な
ど
、
多

様
な
言
葉
が
交
錯
す
る
「
精
密
コ
ー
ド
」

環
境
は
、
知
的
能
力
、
想
像
力
、
思
考
力
、

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
子
ど
も
の

も
う
一
つ
の
人
間
形
成
の
核
を
育
て
る
土

壌
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
し
ょ
う
。
学
校

は
本
来
こ
の
２
つ
の
コ
ー
ド
が
子
ど
も
の

成
長
を
支
え
る
両
輪
で
し
た
が
、
最
近
の

学
校
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

階
層
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、
家
庭
で

の
言
語
環
境
を
こ
の
コ
ー
ド
で
考
え
て
み

る
と
、「
精
密
コ
ー
ド
」
的
家
庭
で
育
っ

て
き
た
子
ど
も
は
、
そ
こ
だ
け
を
取
り
上

げ
れ
ば
、
確
か
に
学
校
と
い
う
学
習
中
心

の
環
境
に
す
ー
っ
と
自
然
に
適
応
す
る
と

言
え
ま
す
。
日
本
で
、
こ
う
し
た
視
点
か

ら
家
庭
生
活
と
学
校
生
活
の
関
係
を
見
よ

う
と
し
た
研
究
は
ま
だ
無
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
臨
床
心
理
学
的
理
解
と
つ
な
げ

て
み
る
と
、
少
し
視
点
が
動
き
ま
す
。

臨
床
心
理
学
大
事
典
と
い
う
専
門
的
事

典
の
中
に
、
家
庭
で
の
居
場
所
を
作
る
た

め
の
「
雑
談
の
効
用
」
が
説
か
れ
て
い
る

部
分
が
あ
り
、
こ
ん
な
事
典
で
使
わ
れ
る

「
雑
談
」
と
い
う
言
葉
に
ふ
と
立
ち
止
り

ま
す
。
雑
談
と
は
、
友
人
や
同
窓
な
ど
気

の
お
け
な
い
者
同
士
の
会
話
の
特
徴
で
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
話
が
自
由
に
飛

び
交
い
ま
す
。
先
の
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
仮

説
を
使
え
ば
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
、

い
ろ
ん
な
催
し
の
会
、
読
書
体
験
な
ど
、

日
常
的
「
精
密
コ
ー
ド
的
雑
談
」
の
あ
る

一
方
で
、目
に
見
え
な
い
「
制
限
コ
ー
ド
」

が
快
く
機
能
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
両

方
の
コ
ー
ド
が
自
然
に
生
ま
れ
て
い
る
家

庭
は
、
家
族
が
精
神
的
に
安
定
し
、
こ
こ

ろ
を
開
き
、
お
互
い
を
受
け
入
れ
、
適
応

的
に
生
き
る
力
を
自
然
に
身
に
つ
け
て
い

く
と
言
え
ま
す
。
こ
の
逆
か
ら
も
同
じ
結

論
に
達
し
ま
す
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ

は
、
少
人
数
の
構
成
か
ら
み
て
家
族
と
似

て
い
る
、
保
育
現
場
に
も
適
用
で
き
そ
う

で
す
。
構
成
員
同
士
が
安
定
し
た
人
間
関

係
の
中
に
あ
れ
ば
、
自
然
に
お
互
い
の
関

心
や
生
き
る
世
界
が
語
ら
れ
や
す
く
な

り
、そ
の
結
果
自
然
に
、職
場
の
快
い
「
制

限
コ
ー
ド
」
に
支
え
ら
れ
た
「
精
密
コ
ー

ド
的
」
保
育
活
動
が
生
ま
れ
て
く
る
と
、

私
は
確
信
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
人

生
の
幼
い
季
節
ほ
ど
こ
の
経
験
は
有
効
で

あ
り
、
修
正
も
し
や
す
い
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

6

新潟大学名誉教授
間藤　侑
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平
成
22
年
度
学
校
基
本
調
査
速
報

平
成
22
年
度
学
校
基
本
調
査
速
報
（
平

成
22
年
５
月
１
日
現
在
）
が
８
月
に
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
関
係
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

幼
稚
園
数
は
、
昨
年
度
よ
り
１
２
４
園

減
（
公
立
99
園
減
、
私
立
25
園
減
）
の
１

万
３
３
９
２
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

在
園
児
数
は
、
２
万
４
３
８
８
人
減
の

１
６
０
万
５
９
４
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
公
立
幼
稚
園
の
在
園
児
数
は
、
昨
年

度
か
ら
１
万
１
３
８
３
人
減
少
し
30
万
９

４
７
人
で
し
た
。
こ
れ
を
年
齢
別
に
見
る

と
、
５
歳
児
に
つ
い
て
は
７
０
８
０
人
減

の
14
万
３
６
９
４
人
、
４
歳
児
に
つ
い
て

は
、５
６
６
６
人
減
の
11
万
２
５
０
８
人
、

３
歳
児
に
つ
い
て
は
、
１
３
６
３
人
増
の

４
万
４
７
４
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
立
幼
稚
園
の
在
園
児
数
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
１
万
１
２
８
６
人

減
少
し
、
29
万
４
７
２
９
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

５
歳
児
就
園
率
（
小
学
校
第
一
学
年
の

児
童
数
に
占
め
る
幼
稚
園
修
了
者
数
の
割

合
）
は
、
全
国
平
均
で
対
前
年
度
比
０
・

２
％
減
の
56
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

設
置
者
別
の
幼
稚
園
数
の
割
合
は
、
国

立
が
０
・
４
％
、
公
立
が
38
・
１
％
、
私

立
が
61
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
在
園
児
数
の
割
合
は
、
国
立
が

０
・
４
％
、
公
立
が
18
・
４
％
、
私
立
が

81
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
員
数
（
本
務
者
）
は
、
１
４
２
人
減

の
11
万
５
５
０
人
と
な
り
、
本
務
教
員
一

人
当
た
り
の
園
児
数
は
、昨
年
度
よ
り
０
・

２
人
減
の
14
・
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

満
３
歳
児
に
つ
い
て
は
入
園
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、３
歳
児
の
在
園
児
数
を「
本

年
度
入
園
」
と
「
前
年
度
間
入
園
」
に
分

け
て
、
更
に
「
本
年
度
入
園
」
を
調
査
日

ま
で
に
満
３
歳
児
入
園
し
た
者
と
３
歳
児

入
園
し
た
者
に
分
け
て
調
査
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
満
３
歳
児
と
し
て
入
園

し
、引
き
続
き
在
園
し
て
い
る
園
児
数（
昨

年
度
の
満
３
歳
児
入
園
数
の
実
績
に
近
い

数
）
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
平
成
22
年
度
に
お

い
て
は
、「
前
年
度
間
入
園
」
は
３
万
７

２
８
９
人
で
、
本
年
度
３
歳
児
在
園
児
数

の
８
・
６
％
で
し
た
。
ま
た
、
平
成
22
年

度
に
お
い
て
は
、
４
月
２
日
〜
５
月
１
日

の
間
に
４
５
７
６
人
の
園
児
が
満
３
歳
児

入
園
し
て
い
ま
す
。

（
幼
児
教
育
課
）

 

厚
生
労
働
省
で
は
、
子
ど
も
や
家
庭
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て
国
民

全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
５

月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
一
週
間
を
児
童

福
祉
週
間
と
定
め
、
児
童
福
祉
の
理
念
の

普
及
・
啓
発
の
た
め
の
各
種
事
業
等
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
同
省
で
は
、
こ
の
児
童

福
祉
週
間
の
平
成
23
年
度
の
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.kodom

om
iraizaidan.

or.jp/ 児
童
福
祉
週
間
標
語
募
集

文
部
科
学
省
だ
よ
り
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％
２０．１
４１．３
６４．０
６３．６
６４．０
６４．０
６４．０
６４．１
６３．８
６３．５
６３．２
６２．８
６２．５
６２．３
６１．６
６１．１
６０．６
５９．９
５９．３
５８．９
５８．４
５７．７
５７．２
５６．７

人
５００，１４１
６６６，６５８
１，２０９，１５２
１，０３２，８９２
９６１，８４２
９６１，８４２
９３７，８８０
９０３，９４８
８７２，０６１
８４１，９７８
８２２，２０９
７７７，６７５
７８５，４６７
７５７，６６０
７４１，３６２
７２８，３３４
７４７，１５４
７０７，６４２
７１２，９３５
７０２，２５５
７００，７４５
６８２，０８２
６７２，９２５
６６２，９１１

人
２５．８
２５．２
２６．８
２１．０
２０．３
１９．９
１９．５
１９．１
１８．５
１８．０
１７．６
１７．４
１７．２
１７．１
１６．９
１６．７
１６．４
１６．４
１６．２
１６．０
１５．８
１５．６
１５．３
１５．０

人
２４，９８３
４５，１９３
８５，６８０
９８，４５５
１００，４０７
１００，９３５
１０１，４９３
１０２，２７９
１０２，８２８
１０３，０１４
１０２，９９２
１０３，５１８
１０３，８３９
１０４，６８７
１０５，０４８
１０６，０６７
１０６，７０３
１０８，０５１
１０８，８２２
１０９，８０６
１１０，３９３
１１０，８０７
１１１，２３９
１１１，２２８

人
４０２，７２８
８３６，９５３
１，７２１，８７０
１，５５６，８８１
１，５７６，９０９
１，５６８，１４１
１，５６０，２７４
１，５５１，０４２
１，５２０，５１３
１，４７４，６６１
１，４３９，９９２
１，４３１，０５６
１，４２２，０９０
１，４１９，４５２
１，４１０，８１７
１，４０２，９４２
１，３８５，６４１
１，３９９，０１１
１，３９２，６４０
１，３８９，９９７
１，３８３，２４９
１，３７７，６８８
１，３６７，７２３
１，３４９，２４７

人
５１５，７５６
６９７，８３０
１，２１８，１３２
１，０３６，１４４
９６２，４２０
９３７，７０７
９０３，２４２
８７１，２３６
８４２，６０２
８２２，３２８
７７７，１１０
７５７，７０８
７５７，００７
７４１，７３２
７２８，３６５
７４６，６３９
７０６，８９２
７１３，１５４
７０１，６２０
７００，３６１
６８０，８６９
６７３，４０２
６６２，９１８
６４４，９１２

人
１１５，９４７
３９３，４１５
９４３，４５７
８２１，１４５
８１６，１４３
７９５，０５６
７７４，１２７
７５３，８５６
７４１，７４５
７０３，２４５
６８９，８０７
６９３，６６８
６８２，１１５
６７３，０８９
６９１，８２８
６５６，８０６
６６４，７３２
６５７，３１６
６５８，６３１
６４２，８０４
６３７，５５４
６２９，３４８
６１３，５５６
６０２，１１２

人
１１，９８０
４６，４８８
１３１，００２
２１０，６６２
２５９，０５１
２７５，２０１
３００，２４２
３２３，７７６
３２２，７６３
３２６，６１０
３４１，５１５
３４６，６７５
３５０，４０１
３７１，３０８
３５８，０９３
３７０，２３７
３８１，７９８
３９８，６２６
４００，２４３
４１０，２２８
４２０，３４３
４２３，７７０
４２８，９２８
４２７，１４８

人
６４３，６８３
１，１３７，７３３
２，２９２，５９１
２，０６７，９５１
２，０３７，６１４
２，００７，９６４
１，９７７，６１１
１，９４８，８６８
１，９０７，１１０
１，８５２，１８３
１，８０８，４３２
１，７９８，０５１
１，７８９，５２３
１，７８６，１２９
１，７７８，２８６
１，７７３，６８２
１，７５３，４２２
１，７６９，０９６
１，７６０，４９４
１，７５３，３９３
１，７３８，７６６
１，７２６，５２０
１，７０５，４０２
１，６７４，１７２

園
３，５０１
５，３８２
７，７９６
８，９０３
８，７９３
８，７８５
８，７６９
８，７３７
８，７０４
８，６５７
８，６３９
８，６０１
８，５５６
８，５２４
８，４９７
８，４７９
８，４４３
８，４１０
８，３８９
８，３６３
８，３５４
８，３１７
８，２９２
８，２７６

園
５，４２６
８，５５１
１３，１０６
１５，２２０
１５，０８０
１５，０７６
１５，０４１
１５，００６
１４，９５８
１４，９０１
１４，８５６
１４，７９０
１４，６９０
１４，６０３
１４，５２７
１４，４５１
１４，３７５
１４，２７９
１４，１７４
１４，０６１
１３，９４９
１３，８３５
１３，７２３
１３，６２６

年度
昭和３０
４０
５０
６０

平成元
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２

５６．４
５６．２

６４４，７７１
６３１，１７４

１４．７
１４．５

１１０，６９２
１１０，５５０

１，３１８，００６
１，３０５，００１

６３０，１１７
６１０，９７５

５８４，２２８
５５９，５００

４１５，９９１
４３５，４７３

１，６３０，３３６
１，６０５，９４８

８，２６１
８，２３６

１３，５１６
１３，３９２

２１
２２

０

小学校第一
学年児童数
に 対 す る
幼稚園修了
者数の比率

幼 稚 園
修了者数

本務教員
１人あた
り
在園児数
（Ｂ／Ｃ）

教員数

（本務者）

（Ｃ）

在 園 児 数

うち
私立幼稚園
の在園児数

５歳児４歳児３歳児
計

（Ｂ）

うち私立
幼稚園数

幼稚園数

（Ａ）

区 分

幼稚園の現状

区　　分
全　　体 国　　立 公　　立 私　　立

総　数 割　合 総　数 割　合 総　数 割　合 総　数 割　合

幼稚園数 13,392 100 49 0.4 5,107 38.1 8,236 61.5

学 級 数 70,841 100 230 0.3 15,160 21.4 55,451 78.3

在

園

児

数

３歳児 435,473 100 1,310 0.3 43,435 10.0 390,728 89.7
うち
満３歳児 41,865 100 - - 521 1.2 41,344 98.8

４歳児 559,500 100 2,411 0.4 110,097 19.7 446,992 79.9

５歳児 610,975 100 2,497 0.4 141,197 23.1 467,281 76.5

計 1,605,948 100 6,218 0.4 294,729 18.4 1,305,001 81.3

本務教員数 110,550 100 340 0.3 24,174 21.9 86,036 77.8

（平成 22 年 5 月 1 日現在・文部科学省「平成 22 年度学校基本調査速報」）

○平成 22年度学校基本調査速報概要 平
成
22
年
度
振
興
資
料
集
①

（各年度 5月 1日現在・文部科学省「学校基本調査」、平成 22 年度は「速報値」。3歳児には満 3歳児入園を含む）

幼稚園の園数等の推移
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３歳児教育の普及状況の推移
３ 歳 児 在 園 児 数

私 立

２０５，０２９

２１６，７１８

２２５，８３６

２４０，１７６

２５２，３３３

２６８，５９５

２９３，１６３

３１５，７０７

３１３，２３７

３１４，６５３

３２７，１５９

３２９，７６７

３３１，３１２

３４８，８０２

３３３，１０８

３４０，８９９

３４７，３４０

３６０，５５６

３５９，７０７

３６７，７０７

３７６，３２６

３７９，４５１

３８４，６７７

３８３，１８１

公 立

４，６４５

４，９７４

５，５６３

５，５９４

５，７３８

５，６２５

６，０９６

７，０３７

８，４２４

１０，８３８

１３，２３６

１５，７８４

１７，９５７

２１，３３９

２３，８０４

２８，１３１

３３，２７０

３６，８６７

３９，３０７

４１，３１１

４２，８００

４３，０８２

４２，９８７

４２，７０２

国 立

９８８

９８５

９９９

１，０００

９８０

９８１

９８３

１，０３２

１，１０２

１，１１９

１，１２０

１，１２４

１，１３２

１，１６７

１，１８１

１，２０７

１，１８８

１，２０３

１，２２９

１，２１０

１，２１７

１，２３７

１，２７０

１，２６５

計

２１０，６６２

２２２，６７７

２３２，３９８

２４６，７７０

２５９，０５１

２７５，２０１

３００，２４２

３２３，７７６

３２２，７６３

３２６，６１０

３４１，５１５

３４６，６７５

３５０，４０１

３７１，３０８

３５８，０９３

３７０，２３７

３８１，７９８

３９８，６２６

４００，２４３

４１０，２２８

４２０，３４３

４２３，７７０

４２８，９２８

４２７，１４８

在 園 児 数

私 立

１，５５６，８８１

１，５３０，８２１

１，５３９，１７０

１，５６７，６０３

１，５７６，９０９

１，５６８，１４１

１，５６０，２７４

１，５５１，０４２

１，５２０，５１３

１，４７４，６６１

１，４３９，９９２

１，４３１，０５６

１，４２２，０９０

１，４１９，４５２

１，４１０，８１７

１，４０２，９４２

１，３８５，６４１

１，３９９，０１１

１，３９２，６４０

１，３８９，９９７

１，３８３，２４９

１，３７７，６８８

１，３６７，７２３

１，３４９，２４７

公 立

５０４，４６１

４８１，１０９

４７０，４５４

４６７，６１１

４５４，１４８

４３３，２４２

４１０，７０７

３９１，２１３

３７９，８５７

３７０，７３６

３６１，６６２

３６０，１６８

３６０，６３０

３５９，８５４

３６０，５５８

３６３，８５１

３６０，９６２

３６３，２８１

３６１，１３６

３５６，７７０

３４８，９４５

３４２，３０１

３３１，２２２

３１８，５５１

国 立

６，６０９

６，５９３

６，６００

６，６０６

６，５５７

６，５８１

６，６３０

６，６１３

６，７４０

６，７８６

６，７７８

６，８２７

６，８０３

６，８２３

６，９１１

６，８８９

６，８１９

６，８０４

６，７１８

６，６２６

６，５７２

６，５３１

６，４５７

６，３７４

計

２，０６７，９５１

２，０１８，５２３

２，０１６，２２４

２，０４１，８２０

２，０３７，６１４

２，００７，９６４

１，９７７，６１１

１，９４８，８６８

１，９０７，１１０

１，８５２，１８３

１，８０８，４３２

１，７９８，０５１

１，７８９，５２３

１，７８６，１２９

１，７７８，２８６

１，７７３，６８２

１，７５３，４２２

１，７６９，０９６

１，７６０，４９４

１，７５３，３９３

１，７３８，７６６

１，７２６，５２０

１，７０５，４０２

１，６７４，１７２

幼 稚 園 数

私 立

８，９０３

８，８７４

８，８４５

８，８１６

８，７９３

８，７８５

８，７６９

８，７３７

８，７０４

８，６５７

８，６３９

８，６０１

８，５５６

８，５２４

８，４９７

８，４７９

８，４４３

８，４１０

８，３８９

８，３６３

８，３５４

８，３１７

８，２９２

８，２７６

公 立

６，２６９

６，２６７

６，２６３

６，２５１

６，２３９

６，２４３

６，２２４

６，２２０

６，２０５

６，１９５

６，１６８

６，１４０

６，０８５

６，０３０

５，９８１

５，９２３

５，８８３

５，８２０

５，７３６

５，６４９

５，５４６

５，４６９

５，３８２

５，３０１

国 立

４８

４８

４８

４８

４８

４８

４８

４９

４９

４９

４９

４９

４９

４９

４９

４９

４９

４９

４９

４９

４９

４９

４９

４９

計

１５，２２０

１５，１８９

１５，１５６

１５，１１５

１５，０８０

１５，０７６

１５，０４１

１５，００６

１４，９５８

１４，９０１

１４，８５６

１４，７９０

１４，６９０

１４，６０３

１４，５２７

１４，４５１

１４，３７５

１４，２７９

１４，１７４

１４，０６１

１３，９４９

１３，８３５

１３，７２３

１３，６２６

区 分

昭和６０年度

６１

６２

６３

平成元年度

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

３７２，６０９

３９０，７２８

４２，１０４

４３，４３５

１，２７８

１，３１０

４１５，９９１

４３５，４７３

１，３１８，００６

１，３０５，００１

３０６，０１５

２９４，７２９

６，３１５

６，２１８

１，６３０，３３６

１，６０５，９４８

８，２６１

８，２３６

５，２０６

５，１０７

４９

４９

１３，５１６

１３，３９２

２１

２２

（各年度 5月 1日現在・文部科学省「学校基本調査」、平成 22 年度は「速報値」）
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在園児数（2） 教員数（本務者） 小学校第一学年
児童数（A）

幼稚園修了者数
（H22.3）（B）

就園率
（B/A）4 歳 5 歳 計 国 立 公 立 私 立

23,539 25,040 4,945 10 515 4,420 44,259 26,322 59.5%
3,143 3,469 778 8 45 725 11,489 3,740 32.6%
4,304 4,847 944 7 258 679 11,328 5,115 45.2%
12,361 13,230 2,326 7 520 1,799 20,783 14,027 67.5%
2,869 3,128 733 9 127 597 8,077 3,279 40.6%
4,017 4,469 1,007 9 90 908 9,816 4,487 45.7%
11,215 12,237 2,337 4 856 1,477 18,526 12,772 68.9%
14,659 15,860 2,822 10 896 1,916 26,926 16,430 61.0%
10,697 11,018 2,504 7 40 2,457 18,369 11,498 62.6%
7,428 8,156 1,838 8 545 1,285 18,582 8,374 45.1%
40,824 42,454 7,170 5 336 6,829 63,770 43,893 68.8%
34,190 36,355 5,518 7 801 4,710 54,868 37,003 67.4%
57,851 60,139 10,705 19 878 9,808 98,195 61,766 62.9%
51,804 54,038 8,337 0 268 8,069 79,599 55,564 69.8%
5,100 5,558 1,434 10 240 1,184 19,875 5,876 29.6%
2,483 2,715 664 6 148 510 9,586 2,745 28.6%
2,648 2,776 702 7 32 663 10,808 2,828 26.2%
1,602 2,301 512 7 190 315 7,351 2,363 32.1%
2,411 2,444 602 6 31 565 7,611 2,480 32.6%
4,378 4,378 1,039 7 84 948 19,706 4,611 23.4%
7,294 8,962 1,838 0 546 1,292 19,551 9,379 48.0%
20,497 21,626 4,398 7 1,710 2,681 34,102 22,123 64.9%
32,257 33,403 5,571 7 722 4,842 70,131 33,756 48.1%
6,992 8,106 1,638 7 912 719 16,965 8,471 49.9%
7,211 7,654 1,645 7 1,389 249 14,088 7,871 55.9%
10,371 10,797 2,222 6 368 1,848 22,289 11,091 49.8%
44,265 47,369 7,612 8 1,970 5,634 77,728 49,453 63.6%
26,580 31,513 4,812 15 1,998 2,799 50,777 32,526 64.1%
6,806 7,154 1,491 15 1,032 444 12,527 7,454 59.5%
2,896 3,211 737 0 297 440 8,607 3,376 39.2%
1,500 1,688 434 8 47 379 5,349 1,739 32.5%
1,671 1,954 549 7 462 80 6,055 2,130 35.2%
7,716 8,430 1,530 8 1,176 346 17,573 8,809 50.1%
11,676 12,316 2,293 13 368 1,912 26,126 12,735 48.7%
5,800 6,120 1,241 7 210 1,024 12,147 6,271 51.6%
3,172 4,174 789 7 657 125 6,486 4,430 68.3%
5,060 5,568 1,157 7 780 370 9,014 5,646 62.6%
6,119 6,436 1,344 8 305 1,031 12,518 6,907 55.2%
1,499 1,554 427 7 134 286 6,094 1,658 27.2%
22,391 23,429 4,615 5 300 4,310 45,268 23,918 52.8%
3,175 3,315 735 6 64 665 8,030 3,392 42.2%
5,031 5,457 1,224 7 144 1,073 12,650 5,767 45.6%
5,395 5,761 1,141 7 190 944 16,390 6,101 37.2%
3,848 6,073 1,010 7 392 611 10,313 6,415 62.2%
3,285 3,836 767 7 49 711 10,284 3,869 37.6%
6,645 7,331 1,316 4 230 1,082 15,419 7,588 49.2%
2,825 13,126 1,097 0 822 275 16,303 13,126 80.5%
559,500 610,975 110,550 340 24,174 86,036 1,122,308 631,174 56.2%

　　　　幼　稚　園　の　現　状
（平成 22 年 5 月 1 日現在「学校基本調査速報」）
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区 分 幼稚園数 在園児数（1） 在園児数（2）
計 国  立 公  立 私  立 計 国  立 公  立 私 立 3 歳 左記のうち満3歳

児入園者（内数）

1 北 海 道 557 2 85 470 64,910 139 4,256 60,515 16,331 1,802
2 青 森 131 1 17 113 9,228 105 319 8,804 2,616 660
3 岩 手 147 1 60 86 12,616 137 2,707 9,772 3,465 553
4 宮 城 301 1 112 188 32,024 156 5,210 26,658 6,433 495
5 秋 田 95 1 24 70 8,361 140 1,278 6,943 2,364 456
6 山 形 113 1 22 90 11,604 110 973 10,521 3,118 613
7 福 島 357 1 206 150 30,026 84 10,749 19,193 6,574 963
8 茨 城 380 1 177 202 40,384 152 11,133 29,099 9,865 993
9 栃 木 202 1 7 194 31,554 158 401 30,995 9,839 1,733
10 群 馬 212 1 84 127 22,659 152 6,234 16,273 7,075 983
11 埼 玉 631 1 63 567 114,763 90 4,705 109,968 31,485 813
12 千 葉 585 1 152 432 97,168 160 10,997 86,011 26,623 689
13 東 京 1,057 2 197 858 171,275 370 13,489 157,416 53,285 1,281
14 神 奈 川 733 0 57 676 142,696 0 4,097 138,599 36,854 505
15 新 潟 159 2 44 113 15,771 141 2,776 12,854 5,113 888
16 富 山 94 1 33 60 7,660 119 1,654 5,887 2,462 554
17 石 川 75 1 7 67 8,123 136 244 7,743 2,699 704
18 福 井 127 1 93 33 5,391 124 2,278 2,989 1,488 455
19 山 梨 75 1 5 69 7,082 94 345 6,643 2,227 243
20 長 野 119 1 12 106 13,053 114 789 12,150 4,297 354
21 岐 阜 188 0 82 106 23,476 0 4,771 18,705 7,220 1,154
22 静 岡 513 1 272 240 62,417 149 21,822 40,446 20,294 1,457
23 愛 知 523 1 93 429 97,606 151 10,998 86,457 31,946 2,287
24 三 重 259 1 196 62 20,141 157 9,156 10,828 5,043 511
25 滋 賀 192 1 164 27 19,278 159 15,796 3,323 4,413 62
26 京 都 229 1 67 161 30,377 140 4,329 25,908 9,209 707
27 大 阪 795 1 359 435 122,038 149 27,435 94,454 30,404 1,037
28 兵 庫 726 2 480 244 71,286 280 26,207 44,799 13,193 909
29 奈 良 205 2 160 43 18,273 296 11,853 6,124 4,313 109
30 和 歌 山 117 0 71 46 8,628 0 2,595 6,033 2,521 523
31 鳥 取 39 1 10 28 4,486 101 317 4,068 1,298 391
32 島 根 120 1 102 17 4,999 78 4,224 697 1,374 77
33 岡 山 334 1 300 33 19,732 142 14,313 5,277 3,586 378
34 広 島 320 2 110 208 33,620 221 4,197 29,202 9,628 962
35 山 口 203 1 60 142 16,558 117 2,229 14,212 4,638 892
36 徳 島 221 1 207 13 7,890 144 6,335 1,411 544 20
37 香 川 177 1 140 36 14,936 153 9,317 5,466 4,308 412
38 愛 媛 185 1 77 107 18,146 130 3,518 14,498 5,591 919
39 高 知 62 1 28 33 4,403 142 1,051 3,210 1,350 159
40 福 岡 498 1 63 434 64,076 92 3,987 59,997 18,256 3,254
41 佐 賀 109 1 12 96 9,198 83 888 8,227 2,708 738
42 長 崎 184 1 50 133 13,927 142 1,830 11,955 3,439 918
43 熊 本 148 1 35 112 15,908 120 2,373 13,415 4,752 1,008
44 大 分 226 1 152 73 12,427 154 3,910 8,363 2,506 367
45 宮 崎 136 1 17 118 9,727 151 451 9,125 2,606 877
46 鹿 児 島 255 1 101 153 18,797 86 2,984 15,727 4,821 1,113
47 沖 縄 278 0 242 36 17,250 0 13,209 4,041 1,299 311
総計（全国平均） 13,392 49 5,107 8,236 1,605,948 6,218 294,729 1,305,001 435,473 37,289 

都　道　府　県　別　　　　

※満 3歳児入園者は、平成 21 年度間に入園した満 3歳児の人数である。
※平成 22 年度学校基本調査速報より（平成 22 年 5 月 1 日現在）
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保育所在籍率

（注）保育所在籍率については、「平成17年社会福祉施設等調査」の５歳及び６歳の幼児を学齢に換算し、文部科学省で推計したものである。

(資料)文部科学省「平成17年度学校基本調査報告書」、厚生労働省「平成17年社会福祉施設等調査」、総務省統計局「平成17年国勢調査」
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北
海
道
地
区
は
広
く
端
か
ら
端
ま
で
移

動
す
る
に
は
約
８
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
会
員
園
の
教
職
員
約
４
５
０

０
名
が
研
究
大
会
に
参
加
し
や
す
く
し
、

よ
り
一
層
、
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
４
年
前
か
ら
全
体
会
の

他
、
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
研
究
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
研
究
内
容
や
開

催
日
程
も
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
企
画
を
行
な

い
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
し
た
大
会
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
自
分
が
所
属
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
以
外
の
大
会
に
も
自
由
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
幼
児
教
育
の
成
果
を
社
会

に
示
そ
う
〜
人
格
形
成
は
幼
児
期
の
生
活

と
あ
そ
び
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
８
月
２
〜

３
日
の
札
幌
市
で
の
全
体
会
を
皮
切
り
に

道
央
ブ
ロ
ッ
ク
・
江
別
市
、
道
北
ブ
ロ
ッ

ク
・
深
川
市
、
道
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
釧
路
市
、

札
幌
ブ
ロ
ッ
ク
・
札
幌
市
、
道
南
ブ
ロ
ッ

ク
・
函
館
市
で
開
催
さ
れ
、
公
開
保
育
や

記
念
講
演
、
研
究
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
、

実
技
研
修
な
ど
特
色
を
生
か
し
た
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
全
体
会
、
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
あ
わ
せ
て
約
３
５
０
０
名
で

多
く
の
教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
充
実
し
た
参
加
し
や
す
い
研
修
会
と
し

て
い
く
た
め
に
研
究
大
会
の
所
管
委
員
会

を
は
じ
め
、
協
会
全
体
で
今
後
も
検
討
を

重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
教
員
免

許
状
更
新
講
習
の
必
修
講
習
は
全
体
会
と

１
月
に
開
催
予
定
の
中
堅
教
員
研
修
会

に
、
選
択
講
習
は
全
体
会
と
各
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
併
設
を
し
、
受
講
し
や
す
く
、
ま

た
、
最
短
１
年
で
30
時
間
す
べ
て
受
講
で

き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
修
や
教
員
免
許
状
更
新
講

習
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
道
内
養
成
校
と

組
織
し
て
い
る
北
海
道
幼
稚
園
教
諭
養
成

連
絡
協
議
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
と
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
協
会
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
着
実
な

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
北

海
道
私
立
幼
稚
園
協
会
広
報
委
員
、
帯
広

市
・
帯
広
わ
か
ば
幼
稚
園
／
矢
野
充
）

鹿
児
島
県
私
立
幼
稚
園
協
会
は
、
今
年

で
創
立
60
周
年
を
盛
大
に
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
人
の
年
齢
か
ら
い
い
ま
す

と
、「
還
暦
」
の
年
と
な
り
ま
す
。
還
暦

と
は
、干
支
（
十
干
十
二
支
）
が
一
巡
し
、

起
算
点
と
な
っ
た
年
の
干
支
に
戻
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
幼
児
教
育
を
取
り
巻
く
環
境

は
、「
学
校
教
育
法
」「
教
育
基
本
法
」
改

正
に
始
ま
り
、「
学
校
評
価
」「
免
許
更
新

制
」
の
導
入
な
ど
劇
的
に
変
容
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
に
き
て
「
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
」
な
ど
で
、

に
わ
か
に
『
幼
保
一
体
化
』
が
現
実
味
を

帯
び
て
く
る
な
ど
、
ま
さ
し
く
激
動
の
時

代
に
突
入
の
予
感
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
60
周
年
を
迎
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
何
か
深
い
意
味
が
あ
っ
て

の
こ
と
だ
ろ
う
と
強
く
思
う
こ
と
で
す
。

「
還
暦
」
生
ま
れ
た
と
き
に
還
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
私
立
幼
稚
園
も
生
ま
れ
た
と

き
の
「
原
点
」
に
帰
り
な
さ
い
と
い
う
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。保
育
所
志
向
の
中
、

幼
児
教
育
が
恰
も
サ
ー
ビ
ス
産
業
時
代
に

入
っ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
し
そ
う

に
な
り
ま
す
。

人
類
が
誕
生
し
て
以
来
、
幼
児
は
日
本

で
も
世
界
で
も
ユ
ン
グ
の
言
う「
太
母（
グ

レ
ー
ト
マ
ザ
ー
）」
母
な
る
も
の
に
包
ま

れ
成
長
し
て
い
く
も
の
で
、
こ
の
こ
と
が

幼
児
教
育
の
土
台
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
幼

稚
園
教
育
に
携
わ
る
者
た
ち
は
、
そ
の
子

育
て
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
家
庭
で
は

育
む
こ
と
の
で
き
な
い
子
育
て
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
に
幼
稚
園
の
存
在
理
由
が
あ

っ
た
は
ず
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
こ
ど
も
園
構
想
が
出
て
き

ま
す
が
、私
た
ち
は
、真
の
意
味
で
の
「
子

ど
も
た
ち
の
味
方
」
と
な
り
、
こ
れ
以
上

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
が
不
自
然
な
も

の
に
な
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
「
勇
気
」

「
希
望
」
を
も
っ
て
行
動
に
出
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。（
鹿
児
島
県
私
立
幼
稚

園
協
会
広
報
委
員
長
、
鹿
屋
市
・
鹿
屋
幼

稚
園
／
宮
下
義
昭
）

５
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て

研
究
大
会
を
開
催

　
　

北
海
道
か
ら
の
お
た
よ
り

創
立
60
周
年
（
還
暦
）

幼
児
教
育
の
原
点
に
還
ろ
う
！

北海道メモ
面積：83,456.38ｋ㎡
北海道の鳥：タンチョウ
北海道の木：エゾマツ
北海道の花：ハマナス

　
　

鹿
児
島
県
か
ら
の
お
た
よ
り

鹿児島県メモ
面積：9,188ｋ㎡
県木：カイコウズ
県木：クスノキ
県鳥：ルリカケス
県花：ミヤマキリシマ
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過
日
の
参
議
院
議
員
選
挙
は
民
主
党
の

敗
北
、
自
民
党
の
優
位
と
い
う
結
果
と
な

り
、
国
会
は
再
び
「
衆
参
ね
じ
れ
」
の
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
有
権
者
が
現
政
権
の

ど
の
政
策
に
異
を
唱
え
た
の
か
に
つ
い
て

は
諸
説
粉
々
で
す
◆
昨
夏
の
国
政
選
挙
で

民
主
党
が
勝
利
し
た
時
あ
る
新
聞
は
「
変

革
」
と
い
う
言
葉
で
報
道
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
に
は
「
変
革
」
と
い
う
崇
高
な
事

態
が
実
現
し
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
か
ら
、
過
日
の
選
挙
結
果
は
私

の
見
解
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た

◆
周
知
の
通
り
、
今
我
が
国
の
多
く
の

人
々
の
心
を
占
め
て
い
る
の
は
、
自
国
や

自
分
の
今
後
は
「
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
か
」
と
い
う
深
刻
な
不
安
で
す
。
と

こ
ろ
で
「
ど
う
な
る
の
か
」
に
対
峙
す
る

言
葉
は
直
面
す
る
事
態
に
対
し
て
「
ど
う

す
る
の
か
」
と
い
う
主
体
的
積
極
的
な
言

葉
で
す
◆
幼
な
子
の
育
ち
に
携
わ
る
私
た

ち
に
は
子
ど
も
た
ち
の
「
明
日
」
に
対
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
時

代
状
況
と
社
会
を
「
ど
う
す
る
の
か
」
と

真
剣
に
模
索
す
る
責
任
が
あ
る
の
で
す
。

（
調
査
広
報
副
委
員
長
・
奈
良
誉
夫
）


